
 

その１ 
ぶんぱくスペシャル 

連続講座 

2025年12月9日(火)～11日(木),16日(火)～20日(土)、 

2026年1月8日(木) の計9日間 

京都文化博物館では１２月の特別企画として「ぶんぱくスペシャル連続講座」を開催します。 

当館の学芸員が、日頃の研究の成果や京都府に所蔵されている資料の紹介など、それぞれの専門分野

の中からとっておきのお話を語ります。いつもの展示の裏側やさらに深い知識などを気軽にお聞きい

ただける講座です。 

【場 所】京都文化博物館３階 フィルムシアター 

【時 間】各１０時３０分～正午（90分間／入場は 10時から） 

【料 金】各 一般５００円、大学生４００円（但、入館料として） 

        ※講座ご参加の方は、午後からの映画鑑賞に再入場いただけます。 

日程 講演内容 担当学芸員 

12月9日（火） 小泉八雲（ラフカディオハーン）と京都 橋本 章 

12月 10日（水） 京都府収蔵品にみる婚礼衣装の美 林 智子 

12月 11日（木） 世界遺産・縄文展―担当者が語る縄文の魅力― 山崎 頼人 

12月 16日（火） 寛永３年 後水尾天皇二条城行幸の意義について 西山 剛 

12月 17日（水） 南画の精神をたどる―山水とアンビエントの風景― 藤本 真名美 

12月 18日（木） 戦国期の室町幕府―足利将軍、戦国を駆ける！― 佐藤 稜介 

12月 19日（金） 京都映画史事始～京都の映画史と映像情報室の紹介～ 大矢敦子/山本葉波 

12月20日（土） 豊臣秀吉・秀長とその時代 橋本 章 

2026年1月8日（木） 時代劇制作技術の無形文化財としての評価について 森脇 清隆 

 

  

この冬、スペシャル企画 2本立て‼ 

工事期間中 

ご迷惑をおかけします・・ 

なお、３F フィルムシアターでの映画上映は通常通り営業いたします。 

 

その２ 
スペシャルとっておき 
ミニ展示 

【展示期間】 

2025年１２月２日（火）～2026年２月１日（日） 

【いずれも参加費・観覧料無料！！】 

冬季の期間中、１階の無料ゾーンを利用して３つのテーマに沿った写真パネル展とミニ展示を

開催します。 
 

パネル展 「震災復興と文化財レスキュー 石川県能登半島の取り組みから 」 

2024年 1月 1日に能登半島をおそった地震の災害復旧活動について、 

主に文化財の救出に関する様子を写真パネルによって紹介します。 

また石川県と京都府の間で結ばれた「文化の振興等に係る連携・協力に 

関する協定」と復興に向けた取り組みにも触れます。 

【ギャラリートーク】  「災害研究と文化財レスキューについて」 

開催日 2025年 12月 17日（水）14：00～ 

登壇者 

（特別ゲスト）：加納 靖之 氏（東京大学地震研究所 地震予知研究センター准教授） 

大邑 潤三 氏（東京大学地震研究所助教、佛教大学歴史学部非常勤講師） 

有賀 茜 （当館学芸員） 

 

パネル展 「アイヌの美―彩りと輝き―」 

2026年１月 31日より当館３階で開催する展覧会「アイヌの美―彩りと輝き―」について、 

ひと足先にその見どころを紹介します。 

【展覧会紹介】  

開催日 2025年 12月 12日（金）14：00～ 

解  説 田中真希代（当館学芸員） 

 

パネル展 「古写真に見る京都の情景―京の冬、京の春―」 

京都府のアーカイブコレクションの中から、明治大正そして 

昭和初期の古写真を選んで紹介します。 

 

パネル展 「干支飾りと馬の玩具」 京都府コレクションの郷土玩具より  

京都府が所蔵する郷土玩具「朏（みかづき）コレクション」の中から、令和 8 年（2026）の干支である午にちなんだ品

を選りすぐって紹介します。海外の珍しい馬の玩具も展示します。 

【展示紹介トーク】  「古写真・郷土玩具」 

開催日 2025年 12月 12日（金）14：30～ 

解 説 上村茉梨絵・橋本章（当館学芸員） 

 

東大地震研 

特別ゲスト登場！ 


